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“土木施工管理技士”に求められる一般知識

渡部 正／保坂 成司共著

● 大学や高等専門学校などの施工系科目の講義で活用できる
● 若手の土木技術者が施工管理に関する一般的基礎知識（施工の五大管理）を習得して、実務で
活用できるような専門書的な内容

● 施工管理の実施に際しては、工事に関連する多岐にわたる法規を理解しておくことが必要不可欠
であることから、土木関連法規を体系的に効率よく理解できる内容

● 1 級・2 級土木施工管理技術検定試験における受験対策としても活用できるよう、「施工管理」
および「法規」の分野で出題頻度の高い重要なポイントを効率よく学べる内容
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第 3 章｜品質管理

品質管理とは1
品質管理とは，設計図書や共通仕様書，特記仕様書に示された，発注者が要求する形状・

品質を満たす構造物を経済的に作るための，施工の各段階における品質の管理体系であり，
問題が発生しないように未然に防ぐ管理活動である。品質管理は PDCAサイクルを回し，
常日頃から品質の向上に取り組むことが重要であり，適切な品質管理は高品質な構造物の
築造につながるとともに，結果として無駄がなくなり，工期が短縮され，さらには原価を
下げることにつながる。

品質管理には，TQC，TQM，QC活動，ISO9001 といった方法が用いられる。
1） TQC（Total Quality Control）
総合的品質管理といい，経営者や関係者全員が連携して市場調査や研究・開発，企画・

設計，購買，施工，アフターサービス等を含めた全プロセスで総合的に品質管理を実施す
る活動である。
2） TQM（Total Quality Management）
経営トップのリーダーシップにより，組織が一丸となって品質管理のみに限定せず，サー

ビス等顧客満足度の向上を目指す組織的な活動をいう。トップダウン型の意思決定プロセ
スによる品質マネジメントを行う手法であり，ISO9001 に近い。
3） QC活動
QCサークルという現場で働く人々の小集団で，「品質管理」，「品質改善」，「作業能率

の改善」，「顧客満足度と従業員満足度の向上」などに関して，自発的にアイディアを出し
合い議論する活動をいう。なお，QC活動は生じた問題に対して対応・改善する活動であり，
品質管理よりも品質改善を目的としている。
4） QC7つ道具
QC活動を行うためには，現象を数値的・定量的に分析することが必要である。QC7 つ

道具は，問題点が誰にでも分かりやすく，説明を容易にするためのツール（道具）であり，
①層別，②パレート図，③ヒストグラム，④散布図，⑤グラフ・管理図，⑥特性要因図，
⑦チェックシートの 7つの手法がある（図 3-1-1）。
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第 10 章｜土木関連法規

法令の体系1
法の最上位は憲法である。その下に法の効力を強さの順で条約，法律，政令，府省令，
告示，規則，庁令，訓令，通達などの種類があり，一般的には，法律および行政機関の命
令を合わせて「法令」と呼称されることが多い。また，法的な拘束力はないものの，準処
すべきよりどころまたは準拠すべき基本的な方向，方法を示した「指針，ガイドライン」
あるいは行政機関の統一的な処理を行うための「要綱」などもある。労働安全衛生法を例
に，法令の体系図を示すと図 10-1-1 のようになる。

図10-1-1　労働安全衛生法の体系図
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道路，公園，河川などの社会資本を整備する場合，各種の関係する法律・法令・規則な
ど（これらをまとめて土木法規と称されている）を遵守して工事する必要がある。法とは，
社会における人間生活を円滑に運営するためのルールであるので，土木技術者は，工事に
関連する土木法規を理解して施工計画の立案および施工の実施を行うことが必要不可欠と
なる。ここでは，建設工事に携わる技術者に対して関係の深い法律について規則や指針な
どを含めて説明する。
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第 1 章｜施工管理の概要

施工管理の全体像1
施工管理とは，発注者が要求する所定の品質の工事目的物を，工事請負者が工事実施に

先立ち作成した施工計画に基づいて，社会的制約に対する対策や管理を行いながら工事を
施工し，完成させるまでに必要とされる管理技術のことである。
施工管理における主な管理項目は，品質管理（Quality control），原価管理（Cost 

control），工程管理（Delivery control），安全管理（Safety control）の 4つである。この
4項目を施工の四大管理といい，アルファベットの頭文字を取ってQCDSという。これに
環境保全管理（Environment control）を加えたものを，QCDSE（五大管理）という。
なお最近では，QCDSEにM（Morale）を加え，QCDSEM管理と呼ばれることもある。
※  M（Morale）とは「士気，倫理，道徳」のことであり，作業員の労働意欲や倫理観
を高めることをいう。

図1-1-1　施工管理における主な管理項目
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（1）品質管理（Quality control）
発注者が要求する形状，機能，品質を有する工事目的物を築造するため，図面，仕様書，

現場説明書などの設計図書に基づき作成した品質管理計画により，品質を管理することを
いう。品質管理は，工程の節目や完了時に品質管理基準などを用いて検査を行い，不具合
箇所を後工程に送ることがないようにする。なお形状・寸法の管理は出来形管理という。

（2）原価管理（Cost control）
請負金額と施工計画から材料費，労務費，現場経費などの工事原価を算出して実行予算

を作成し，工事が実行予算どおりに実施できているかを管理することをいう。原価管理は，
実行予算と実施原価の差異を比較分析し，予算を超過しそうな場合には，その原因を調査・
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